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1. 研究の目的と背景 
社会情勢の変化や公園緑地の維持管理費や老朽化によ

る課題がある中で、官民連携を強化し都市公園を活用す

ることで都市経営課題の解決や、周辺エリアの価値向上

に寄与し、今後のまちづくりにおいて必要であると考え

られる。 
本研究では、公園内の活動が主体同士の関係の横展開

に影響することを「波及効果」と定義する。地域連携の

起点となる Park-PFI導入都市公園の先行事例である「渋谷

区立北谷公園」を研究対象地とし公園内で地域連携型イ

ベントとして行われている JINNAN MARKET の活動の実

態調査と関係主体の分析を試みる。地域連携の観点にお

けるその波及効果とプロセス、関係者のポテンシャルを

明らかにすることで今後の Park-PFI活用による地域連携の

可能性について考察することを目的とする。 
 

2. 都市公園法の変遷 
本章では、2017 年に都市公園法が改正され、その設置

管理の特例として公募設置管理制度（以下 Park-PFI）が新

設された。公募により選定された民間事業者が収益施設

と公共部分を一体的に整備できる仕組みである。民間資

金等を活用した公園利用者の利便の向上と公園管理者の

財政負担の軽減が求められている。 
 

3. 対象事例の選定とその概要 
3-1. 対象地の概要 

渋谷区初の Park-PFI制度導入都市公園である。渋谷駅か

ら約 1km 離れた神南エリアに位置し、周辺エリアはセレ

クトショップやカフェが集積するファッションのまちと

して知られている。東急（株）、（株）日建設計、（株）

CRAZY AD の 3 社で構成される指定管理者の「しぶきた

パートナーズ」が運営管理を行う。通常の公園利用に加

え、1 日単位の場所貸しも行い、公園の多様な利活用を推

進している。加えて、利用者が活用アイデアを直接管理

者に伝えることができる公共空間活用促進の仕組みも導

入されている。また、神南エリアに新たな人の流れや関

係性をつくり出し、新たな関係人口を増やす取り組みと

して JINNAN MARKET を開催している。 

  
図 1. 北谷公園の様子 

3-2. 対象地の選定理由 
周辺エリアのテナントを巻き込むことで、まちづくり

の観点から人流的な回遊性向上やエリアの活性化だけで

なく、地域の直接的なつながりに焦点を当てている点が

Park-PFI 導入都市公園を起点とした地域連携の先行事例で

あるため対象地として選定した。 
また、同じく都心部に位置する Park-PFI導入都市公園で

ある、豊島区立南池袋公園は地域活性化のためのイベン

トが隣接するグリーン大通りを起点としている点や新宿

区立新宿中央公園においては公園を起点としたイベント

が周辺エリアのステークホルダーを巻き込めていない点

から、本研究の対象地から除外した。 
 

4. 地域連携型イベント JINNAN MARKET  

4-1. JINNAN MARKET の概要 
年に 3~4 回、地域のモデル事務所と連携しファッション

業界の出店者を集めた様々なコンテンツで構成されるイ

ベントであり、継続実施することで神南エリの活性化を

図っている。 
4-2. 過去の JNNAN MARKET 出店者の整理 

本調査では公式 HP や SNS を活用し、過去の JINNAN 
MARKET の出店者情報の整理と属性分けを行った。関係

者の広がりと変遷からマーケットの波及効果を探る。北

谷公園がある神南エリアの出店者数はほぼ変化していな

い一方で、普段エリアを持たずオンラインもしくはイベ

ントのみの出店者と神南・渋谷エリア外からの出店者が

増加傾向にあった。5 回目以降は協力企業や組織が増え、

地元商店街と共催や渋谷区の後援を受けることで公園に

隣接する道路や周辺ビルまでマーケットは広がった。ま



 
 

た 8 回では協力組織は地元企業や施設であり、マーケット

の回数を重ねるごとに地元の協力体制や広がりが明らか

になった。加えて 6 回では周辺店舗を巻き込んだ特別企画

が開催された点や、最近ではエリア内のギャラリー展示

者が告知を兼ね、出店している点が明らかになった。 
4-3. 分析と考察 

これらの結果から JINNAN MARKET の出店者の中には

徐々に企業や団体、特に地元企業などの協力者が増加し

ており、これにより公園外でのマーケットの展開や、企

業同士の連携から新しい関係の構築が示唆される。また、

地域内の連携は北谷公園を中心に形成され、同時に元々

の相互関係も拡大している。このように関係性が北谷公

園を起点にさらに広がることは今後の地域連携を促進す

る鍵となると推測される。以上を踏まえて、8 回までの実

態調査より以下のフェーズが考察される。 

 
図 2.JNNAN MARKET の出店者実態から見た 

マーケットの地域への波及効果のフェーズ 

 
5. ヒアリング調査 
本調査では第 4 章で明らかにした全 8 回の出店者へアン

ケートと第 8 回のみ対面インタビュー形式で、JINNAN 
MARKET の主催者と地元商店街・協議会を対象にインタ

ビュー形式でヒアリングを行った。公園を拠点とした地

域連携の実現には地元の関係者の協力が不可欠である。

特に地元商店街と企業の積極的な参加が、地域連携の活

動範囲を広げる重要な要素となることが明らかになった。

運営管理者は外部主体であり、これにより他の周辺ステ

ークホルダーを巻き込む難しさが示唆される。また、地

域のコミュニティのハブとなる出店者を引き込むことで

そのつながりから出店が実現する事例や、逆に JINNAN 
MARKET に出店したことで後に周辺のポップアップに出

店につながった事例が明らかになった。また、運営管理

者の予想以上に JINNAN MARKET の地域への波及効果は

広範囲に及んでおり、これによるメディアの注目やさら

なる認知度向上、賛同者の増加は協力企業や団体、出店

者の増加に繋がり、地域連携活動維持のための方針であ

る「事業性」を強調した今後のマーケット展開が期待さ

れる。地域連携の実現には、運営管理者の積極的な関与

が不可欠であり、しぶきたパートナーズは商店街組合非

会員のアパレルショップを含め、地元商店街協議会への

参加や直接店舗訪問、清掃活動などの地域の店舗や企業

同士が直接コミュニケーションを行える場の創出など日

常の働きかけは、周辺地域の協力や理解を得るうえで重

要であると考察される。 
 

6. 結論 
Park-PFI 導入都市公園を起点とした地域連携のために必

要な要素は主に大きく 2 点あげられる。 
1 点目は都市公園の空間構成と建築物に関して、「活動

を行うための場が整備されていること」と「十分な収益

を上げることが可能な収益施設を選定すること」が明ら

かとなった。 
2 点目は Park-PFI 導入都市公園を起点とした地域連携を

行う際の重要な主体に着目する。まず、Park-PFI 導入都市

公園における、運営管理者のポテンシャルについて、①

指定管理者制度を導入していることが望ましい点、②運

営管理者は異なるポテンシャルを持ち合わせた複数の団

体や企業で構成されていることが望ましい点である。次

に周辺関係者に関して、①地域活性化や連携に積極的な

地元企業や店舗が 1 つはあること②「商店街と Park-PFI 導
入都市公園それぞれが持つ特性やポテンシャルを活かし

たい」という視点を持ち、さらに地域の活性化に関する

活動を勢力的に行っている地元商店街振興組合③地域連

携を意図したイベントを行う際「各地域の店舗や企業を

つなぐコミュニティハブ」の役割を持つ出店者や協力者

を巻き込むことが地域連携のための活動を行ううえで重

要であることが明らかになった。 

 
図 3.都市公園を起点とした地域連携のメカニズム 
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